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用い新加硫系を探索し、その加硫系をクロロスルホン

基を有するCSMへ適用するという２ステップにより

THVとの加硫接着技術を検討した。

３．実　　験

［1］ポリマー

本研究に用いたCSM－１、CSM－2は、塩素ガスを塩

素化剤として用い溶液法にて合成した12)。CSM－3～

CSM－5は、塩化スルフリルを塩素化剤及びクロロス

ルホン化剤として用い溶液法にて合成した1) 13)。

CSM－1～CSM－5の特性をTable 1に示した。

［2］配合試薬

（1）DBU塩の合成方法

合成に使用した試薬は、市販品を使用した。本研究

に使用したDBU－安息香酸塩は、メタノールに安息香

－

リ芙リッ 酸塩は、メタノール∵
罹－





３水和物の添加により、剥離強度が大きくなり、剥離

状態も界面から部分ゴム破壊に改善されていることか

ら、加硫接着性が大幅に向上することがわかった。酢

酸ナトリウム３水和物以外の含水化合物の添加では加

硫接着性はほとんど向上しなかった。これらの含水化

合物は結晶水放出温度が低いため、放出した水分が酸

（ 35 ）










